
1

a, bを実数とする．xについての方程式

(2a+ 4b− 2)x2 + (5a+ 11)x− b− 8 = 0 …… 1⃝

を考える．

(1) a = 1とする．

bに着目すると， 1⃝の左辺は

(4x2 − 1)b+ 16x− 8 …… 2⃝

と表せる．よって， 2⃝を因数分解すると

(2x− 1)
(
ア bx+ b+ イ

)
となる．したがって，x = 1

2
は 1⃝の解の一つであることがわかる．

(2) b = 2とする．

( i ) 1⃝の左辺を因数分解すると(
ウ x+ エ

){(
a+ オ

)
x− カ

}
となる．

(ii) a = 2
√
2のとき， 1⃝の解は

x = −
エ

ウ
, キ − ク

√
2

となる．

(iii) a = − オ であることは， 1⃝ の解が x = −
エ

ウ
だけであるための

ケ ．

ケ の解答群

0 必要条件であるが，十分条件ではない

1 十分条件であるが，必要条件ではない

2 必要十分条件である

3 必要条件でも十分条件でもない

(25 共通テスト 本試験 I・IA1-1・旧 I・旧 IA 1(1))

【答】
ア

2

イ

8

ウ

2

エ

5

オ

3

カ

2

キ

6

ク

4

ケ

1

【解答】
(2a+ 4b− 2)x2 + (5a+ 11)x− b− 8 = 0 …… 1⃝



2

(1) a = 1のとき， 1⃝の左辺は

(2 · 1 + 4b− 2)x2 + (5 · 1 + 11)x− b− 8

= 4bx2 + 16x− b− 8

= (4x2 − 1)b+ 16x− 8 (∵ bについて整理した) …… 2⃝
= (2x− 1)(2x+ 1)b+ 8(2x− 1)

= (2x− 1) {(2x+ 1)b+ 8}
= (2x− 1)(2bx+ b+ 8) ……（答）

となる．したがって，x = 1
2
は 1⃝の解の一つであることがわかる．

(2) b = 2より 1⃝は

(2a+ 4 · 2− 2)x2 + (5a+ 11)x− 2− 8 = 0

(2a+ 6)x2 + (5a+ 11)x− 10 = 0 …… 1⃝′

( i ) 1⃝′ の左辺を因数分解すると

(2a+ 6)x2 + (5a+ 11)x− 10

= (2x2 + 5x)a+ 6x2 + 11x− 10 (∵ 低次数の文字 aについて整理)

= x(2x+ 5)a+ (3x− 2)(2x+ 5)

= (2x+ 5){xa+ (3x− 2)}
= (2x+ 5) {(a+ 3)x− 2} ……（答）

となる．
(ii) a = 2

√
2のとき， 1⃝′ の解は

(2x+ 5){(2
√
2 + 3)x− 2} = 0

∴ x = − 5
2
, 2

3 + 2
√
2

x = 2

3 + 2
√
2
の分母を有理化すると

x =
2(3− 2

√
2)

32 − (2
√
2)2

= 6− 4
√
2 ……（答）

となる．

(iii) a = −3 -� 「 1⃝ すなわち 1⃝′ の解が x = − 5
2
だけである」

−→の証)

a = −3のとき， 1⃝′ は (2x+ 5)(−2) = 0であり，解は x = − 5
2
だけである．

←−の反例)

1⃝′ が x = − 5
2
を重解とするとき，すなわち

2
a+ 3

= − 5
2

∴ a+ 3 = − 4
5

∴ a = − 19
5

のとき， 1⃝′ の解は x = − 5
2
だけであるが，a = −3ではない．

よって，a = −3は 1⃝の解が x = − 5
2
だけであるための

十分条件であるが，必要条件ではない 1 ……（答）

である．


